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《１９春闘スト権投票結果》　
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２月２１日（木）１５：００～１６：００第２回　検数労連１９春闘交渉


１９春闘スト権、高率で確立！要求前進に向けて全国団結で大幅賃上げを勝ち取ろう！　


























　１９春闘要求の前進に向けて、スト権投票（２月


１日～１５日）を実施しました。


　中央本部で集約した結果、左記の通り投票総数９３０票中、全ての項目で９５パーセント以上の賛成票を獲得し、高率でスト権を確立しました。


　このスト権投票結果をバネに１９春闘大幅賃上げ、








































































































地区名�
項目�
賛成�
反対�
白紙・棄権�
無効�
合計�
�












全　国�
賃金引き上げ�
９０７�
１０�
　１３�
０�
９３０�
�
�
労働時間短縮�
９０１�
１５�
　１３�
１�
９３０�
�
�
港湾産別協定履行�
９０３�
１４�
　１３�
０�
９３０�
�
�
全国港湾課題�
９１０�
　７�
　１３�
０�
９３０�
�
�
安全衛生問題�
９１０�
　７�
　１３�
０�
９３０�
�
�
自然災害への対応�
９０９�
　８�
　１３�
０�
９３０�
�
�
国民的諸課題�
８８５�
２９�
　１６�
０�
９３０�
�
�
地域・企業別課題�
９０２�
１２�
　１６�
０�
９３０�
�






















































　





げ、港湾産別要求の前進、各地域要求等、全国団結で勝ち取りましょう。
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《第２回交渉》


　２月２１日（木）第２回検数労連１９春闘交渉の冒頭で、組合は高率で確立したスト権の結果を両協会に通知すると同時に、職場の１９春闘に対する大きな期待を主張しました。その後、前回の交渉で要求していた基礎数字を両協会より受け取り、組合からは各地域での職場懇談会の開催を申し入れました。


　港湾物流の変化が加速するもとで、検数労使がそのような対策を打ち出して対応するべきか。


　内外情勢を踏まえた中で変わりゆく労働環境に即応すべく『事業基盤の確立』に向け、全ての地域での職場懇談会を開催してください。


　取り組み期間は２月２２日（金）～４月１２日（金）


までとし、内容についてはそれぞれの地域事情に即した内容でお願いします。

































































































































































































































































　２月１９日（火）第１回中央港湾団交が開催され、１９港湾産別春闘が本格的にスタートしました。


　全国港湾は、港湾労働者が将来を展望でき、安全で安心して働き続けることのできる条件を整えることを基本に産別制度、産別協定の改定を行うよう、港湾業界団体である日本港運協会に対して要求書を提出し、交渉を行いました。


　


【事前協議違反抗議のスト通告】


　２月２日（土）沖縄に入港した臨時船（はくおう）が全国港湾・沖縄地区港湾の事前協議申請を無視して、荷役を強行したことについて、第１回中央港湾団交の場で、事前協議制度の一方の当事者である『日本港運協会』対し、抗議のストライキ通告を行いました。


ストライキの日程及び規模については、次の通りの予定となっています。


①　日程：２月２８日（木）始業時～翌３月１日（金）始業時まで。


























































































































































































































第１回　中央港湾団交


事前協議違反に対する抗議のスト通告！


　








次回交渉：３月１１日（月）１４時～


第３回検数労連１９春闘交渉


※時間外労働の実態と対策、収支状


況などを求めて行きます。





















































②　対象：全港・全職種。


③　ただし、離島（生活）航路・郵便貨物・新聞巻取り紙などの公共的分野は除く。


④　行動内容は、就労拒否、および荷役阻止。


⑤　なお、ストライキ実施にあたって、抜港、スト破りなど不当な行為があった場合は、ただちに、別途抗議行動を組織することを付記する。









































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


